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区の概要等について
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１ 区の概要
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文京区の総人口と年齢３区分別人口割合の推移

●区の人口は増加傾向にあり、今後も当面の間、増加傾向が続く

●増加の要因は、転入数が転出数を上回る「社会増」によるものが大きい
（近年では、出生数が死亡数を上回る「自然増」でもある）

●年少人口（0～14 歳）は、総人口の約１割を超える割合で推移する

●生産年齢人口（15～64歳）の構成割合が低下する一方、老年人口（65歳以上）の構成割

合が増加を続け、高齢化が今後更に進行すると予想される 3

出典：「文の京」総合戦略
（令和２年３月策定）の将来
人口推計（区独自推計）



文京区の財政状況①

●令和３年度一般会計当初予算は、1,079億9,000万円となった。

●平成23年度と比較すると376億円、53.4％の増となっており、予算規模は拡大している。
4



文京区の財政状況②

●令和元年度の民生費決算額は508億円であり、歳出全体の46.1％を占める

私立認可保育園の運営補助や整備等により前年度から18.0％増

●令和元年度の教育費決算額は212億円であり、歳出全体の19.2％を占める

文京スポーツセンターの改修工事の終了等により前年度から5.9％減 5

令和元年度普通会計決算（目的別歳出）の状況



文京区の財政状況③

●令和元年度の一般財源は、一般会計全体の54.7％を占めており、その大

半が特別区税と特別区交付金である

●特別区税は、納税義務者数等の伸びにより23年度から増加傾向にあり、

ふるさと納税の影響による減はあるものの、直近は６年続けて300億円を

超える収入となった 6

令和元年度普通会計決算（歳入）の状況

 一般財源

 特定財源



２ 「文の京」総合戦略について
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「文の京」総合戦略 策定の背景

社会環境の変化は著しく、様々な社会的要因による

行政需要の変化に対し、自治体の対応力が求められている

行政需要の変化を的確に捉えた区政運営を進めていくための
新しい行政計画として、「文の京」総合戦略を策定

8



「文の京」総合戦略 策定の背景

『文の京』総合戦略

基 本 構 想

基 本 政 策

戦 略 シ ー ト

行 財 政 運 営

年度別事業計画書

… ●区が目指すべき将来都市像を明らかにし、その実現に向けた、
区政運営の基本的な理念を示す。

… ●基本構想に掲げる将来都市像の実現に向け、各施策を推進する
ための基本となる考え方を示す。

●計画期間で取り組むべき重要性・緊急性の高い事柄を主要課題
として選定し、課題解決に向けて組織横断的に取り組むべきこ

… とと、解決手段（計画事業）を明らかにする。
●将来都市像を実現するための行財政運営の基盤整備となる取組

の方向性を示す。

… ●総合戦略の計画事業の概要等をまとめたものとして作成する。
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「文の京」総合戦略の基本的な考え方

・財政的な裏付けを伴う区の最上位計画

・区の優先課題を明らかにした「重点化計画」に位置付け

・計画期間：４年間（令和２年度～５年度）

・持続可能で豊かな地域社会の構築に向けた視点

（ＳＤＧs・Society5.0）
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３ 主要課題
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「文の京」総合戦略における「主要課題」とは
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「文の京」総合戦略 の計画期間（令和２年度～５年

度）で、区が優先的に取り組むべき課題

⇩

５５の主要課題（戦略シート）を設定



戦略シートとは

それぞれの主要課題について、現状や問題点等

をデータを活用しながら示すとともに、計画期間

の方向性や、計画事業等、課題解決に向けた計画

期間のロードマップを示します。
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計画期間（令和２年度～５年度）中は、戦略シートに掲げる４年度の目指す姿に向け、計画事

業を実施するとともに毎年度の行政評価や予算編成との連動を図りながら、計画期間中で

あっても事業を柔軟に組み替えるなど、戦略的な事業展開を図っていきます。



55の主要課題
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追加

【基本政策】健康で安心な生活基盤の整備に
「55 新型コロナウイルス感染症対策の推進」を新たに
追加しました（令和３年2月追加）。



４ 行財政運営
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「文の京」総合戦略における「行財政運営」
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「文の京」総合戦略 では、４つの視点から、区民サービ

スの向上と健全な財政運営の確保を図り、将来に向けて持

続可能な行財政運営を推進していきます。



行財政運営の４つの視点
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１ 区民サービスの更なる向上

２ 多様な行政需要に対応する施設の整備

３ 財政の健全性の維持

４ 質の高い区民サービスを支える組織体制の構築



５ 『文の京』総合戦略の進行管理
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『文の京』総合戦略の進行管理
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（１）『文の京』総合戦略に掲げる主要課題の解決に向け、戦略シートに示す「４年後の目指

す姿」を実現するための計画事業の実績や社会状況等の変化を「戦略点検シート」により点

検・分析し、より効果的かつ効率的な施策の展開等を検討していきます。

（２）区民サービスの向上と健全な財政運営の確保を図るため、「行財政運営点検シート」に

より、区を取り巻く社会環境の変化を捉えつつ、取組の成果や課題を振り返り、今後の取組の

方向性を確認していきます。



（１）戦略点検シートの見方
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１.どのような事業で・何をしたか（実績）

２.社会ではどのような動きがあったか（社会状況等の変化）

⇒ 課題をとりまく社会環境等の変化を把握

３.成果や課題は何か（点検・分析）

⇒ 計画事業の成果や１・２を踏まえた新たな課題等を点検・分析

４.今後どのように進めていくか（展開）

⇒ １～３を踏まえた施策の展開

５.次年度、事業をどうするか（事業の見直し）

点検シートの見方の詳細は、
【資料第５号】P４・５を

ご覧ください。



（２）行財政運営点検シートの見方
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１ 基本的な考え方

総合戦略に示している、各項目の「基本的な考え方」を転記。「基本的な考え方」ごとに、取
組状況等を記す。

２ 取組状況・成果・課題等

昨年度の取組状況・成果・課題等を記載。取組によっては、実績をわかりやすく示すグラフ等
も記載。

３ 今後の方向性

昨年度の取組状況・成果・課題等を踏まえ、今後の方向性を記載。

４ その他

・ 具体的取組として、行財政運営分野に関する、令和２年度重点施策（３事業）の実績を記載
（P５）。

・ 視点２「多様な行政需要に対応する施設の整備」では、現況建物等ごとに、取組状況等を記載
（P８～12）。また、一部現況建物等については、年次計画を記載。



文京区基本構想推進区民協議会の役割
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「文の京」総合戦略の進行管理に当たっては、庁内に設置

する「基本構想推進委員会」での審議に加え、

「基本構想推進区民協議会」において、住民からの目線や地

域活動団体としての立場などから、主要課題の解決に向けた

意見を聴取します。


